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飾らず、自然体で・・・ 
　「自分が好きで始めたことなので、忙しい毎日は苦になりま

せんね」と語るのは、昨年開店した喫茶店「日常茶飯美」の

店主、新野英昭さん。仲間と手作りで始めた店内には、笑顔

と会話が絶えない心なごむ空間が広がる。人が集い、新しい

流れが、今、生まれようとしている。 

輝きの瞬間 
と き 

9

にちじょう さ  は ん  び 
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小
国
高
校
生
徒
会
（
渡
部
靖
史

会
長
）と
小
国
中
学
校
生
徒
会（
高

井
聡
恵
会
長
）
は
、
新
潟
県
中
越

地
震
へ
の
街
頭
募
金
活
動
を
町
内

で
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
会

自
ら
企
画
し
、
町
内
各
地
や
町
の

文
化
祭
な
ど
で
募
金
活
動
を
行
っ

た
も
の
で
、
両
校
か
ら
町
へ
寄
せ

ら
れ
た
募
金
額
は
、
合
わ
せ
て
約

四
十
二
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
町

で
は
、
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
を
と
お
し
て
被
災
地
へ
寄
付
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
（
目
黒
孝
雄
教

育
長
）
と
小
国
警
察
署
（
楠
二
男

署
長
）
は
、
十
月
二
十
八
日
、
学

校
警
察
連
絡
制
度
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
町
内
各
学

校
長
と
警
察
署
長
が
連
絡
責
任
者

と
な
り
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
事
件
な
ど
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
う
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
犯
罪

が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
学
校
と
警
察
が
連
携
を
よ

り
強
化
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
玉
川
地
区
自
然
教
育
圏
整
備

促
進
協
議
会
（
伊
藤
良
一
会
長
）

が
主
催
す
る
か
っ
き
り
祭
が
、
十

一
月
六
日
、
小
玉
川
小
中
学
校
で

開
催
さ
れ
、
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
団
体

「
音
工
場
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
（
東
京

都
）」の
一
行
十
八
名
が
ガ
ム
ラ
ン

の
演
奏
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
舞
踊

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
演
は
、
昨
年
の
国
民

文
化
祭
が
き
っ
か
け
と
な
り
実
現

し
た
も
の
で
、
会
場
に
は
、
独
特

の
音
色
と
柔
ら
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

ガ
ム
ラ
ン
が
結
ん
だ

交
流
の
輪

小
国
中
＆
小
国
高
生
が

街
頭
募
金
活
動

学
校
と
警
察
の

連
携
を
よ
り
密
に

11/6

10/28

10/26～
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白
い
森
柔
道
大
会
２
０
０
４

（
多
勢
信
人
大
会
会
長
）
が
、
十

一
月
二
十
日
、
町
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
形
県
か
ら
四
十
四

チ
ー
ム
、
新
潟
県
か
ら
二
十
四

チ
ー
ム
、
男
女
あ
わ
せ
て
約
四
百

国際雑穀食フォーラム

代  表 大谷ゆみこさん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　１１月１７日に行われたおぐに雑穀
フォーラムの講師を務められた大
谷ゆみこさんにお話をうかがいま
した。
　「現在、雑穀は、人類が直面し
ている健康、環境、食糧という三
つの危機の回避を可能にする未来
の食材として世界的に注目が集め
られています。少ない水と肥料で
中山間地でも育つ雑穀の栽培は、
耕地の有効活用と生態系のバラン
スを崩さない環境に優しい農業を
実現します。また、雑穀は日本の
風土と体質にあう健康的な食生活
を育むことが可能な食品です。
　『食』が変わると『暮らし』も
自然と変わります。このことから、
私は、食は一番身近な環境問題と
考えます。雑穀の魅力を広めなが
ら、古来から受け継がれてきた日
本の健康的な食文化の原点を取り
戻していきたいです。これからも
さまざまな活動をとおして、生産、
流通、消費など社会全体に多様な
ネットワークの輪を広げていけた
らと考えます」。

人
の
中
学
生
が
参
加
。
大
会
は
団

体
戦
で
争
わ
れ
、
白
熱
し
た
試
合

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
売
り
上
げ

な
ど
を
、
新
潟
県
中
越
地
震
へ
の

義
援
金
と
し
て
新
潟
県
の
チ
ー
ム

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
町
五
十
周
年
を
記
念
し
た
小

国
町
健
康
ま
つ
り
が
、
十
一
月
七

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
食

や
運
動
な
ど
の
観
点
か
ら
自
分
や

家
族
の
生
活
を
見
直
し
、
健
康
な

暮
ら
し
を
実
現
し
よ
う
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
約
百
七

十
人
が
参
加
し
、講
演
会
や
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
良
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
町

内
の
五
組
の
親
子
に
賞
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

山形・新潟両県の中学生

400人が参加

健康への意識を

高めよう

雑穀の魅力を再発見し
食文化の原点を取り戻そう

11/7

11/20
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　平成１６年１０月２３日午後５時５６分、震度６強の大地震が新潟県中越地方を襲い
ました。１１月２５日現在、地震で亡くなられた方は４０名、重軽傷者２,８６０名、全壊
した家屋は２,６９１棟にものぼり、被害の大きさを物語っています。さらに、６,１５７
名のかたがたが今も避難生活を送っています。今月は、こうした災害に見舞わ
れた時のために、私たちは日ごろからどのような備えに心掛け、どのような行
動をとればいいのか考えてみたいと思います。

－家庭で地域で築く安全・安心な生活－－家庭で地域で築く安全・安心な生活－

身身のまわりののまわりの点検点検をを
もうもう一度一度
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朝
日
連
峰

　
　

　
飯
　
豊 　 連 　 峰

至新潟県 

至南陽市 

叶水小中学校 叶水小中学校 叶水小中学校 

玉川小中学校 玉川小中学校 

北部小中学校 北部小中学校 りふれ 

役場 役場 

沖庭小学校 沖庭小学校 

113

伊佐領小学校 伊佐領小学校 

小国中学校 小国中学校 

小国小学校 小国小学校 

町民体育館 町民体育館 

白沼小中学校 白沼小中学校 

小玉川小中学校 小玉川小中学校 

舟渡 舟渡 

五味沢 五味沢 

割
の
方
が
家
族
や
隣
人
、
町
内
会

の
人
と
い
っ
た
身
近
な
人
の
力
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、「
一
人
ひ
と
り
の
命
は
、
ま
ず

自
分
で
守
る
」
そ
し
て
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
共
通
の
認
識
の
も
と
、
ぜ

ひ
家
族
や
隣
組
、
地
区
単
位
で
防

災
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
を
持

ち
、「
自
主
防
災
会
」
な
ど
の
組
織

化
に
取
り
組
み
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

地
域
の
人
々
み
ん
な
で
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、

隣
り
合
わ
せ
の
助
け
合
い
を
大
切

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ま
た
、
近
く
に
は
長
井
盆
地
西
縁

断
層
帯
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
は
、
四
名
の
方

か
ら
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
の
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
対
す
る
備
え
や

そ
の
と
き
の
行
動
の
仕
方
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

隣
り
合
わ
せ
の 

　
　

助
け
合
い
が
大
切

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
署 

安
達　

諭　

小
国
分
署
長

　

地
震
等
に
よ
っ
て
被
災
地
が
広

範
囲
に
な
っ
た
場
合
、
町
内
行
政

機
関
の
み
で
は
、
救
助
・
救
援
隊

の
編
成
は
組
織
的
に
限
界
が
あ
り
、

要
請
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
困
難

に
な
る
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
災
害
時
に
最
も
重
要

な
役
割
を
果
た
す
の
は
、
地
域
の

力
だ
と
思
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
大

地
震
の
際
に
は
、
救
助
さ
れ
た
八

普
段
か
ら
家
庭
で

小
池　

泰
男　

小
国
町
消
防
団
長

　

災
害
に
は
、
風
水
害
、
地
震
、

火
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
広
範
囲
に
発
生
す
る
地
震

災
害
で
は
、
消
防
署
員
や
消
防
団

員
が
急
行
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
い
わ
ば
、
団
員
も
被
災
者

に
な
る
わ
け
で
す
。「
こ
の
前
は
大

丈
夫
だ
っ
た
か
ら
」
で
は
な
く
、

い
つ
襲
っ
て
く
る
の
か 

わ
か
ら
な
い
地
震

　

日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国
で

す
。
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
三

年
に
世
界
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
地
震
回
数
の

う
ち
、
二
二
・
九
％
が
日
本
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
に
国
の
地
震
調
査

委
員
会
は
、
山
形
県
内
を
南
北
に

縦
断
す
る
山
形
盆
地
活
断
層
で

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
程
度

の
大
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が
、

今
後　

年
間
で
最
大
七
％
の
確
率

３０

が
あ
る
」
と
公
表
し
て
い
ま
す
。

町内の避難所一覧

　被災地内の電話番号をメールボックス

として、安否などの情報を音声により伝

達するボイスメールです。使い方は、

「171」をダイヤルし、利用ガイダンス

に従って、伝言の録音・再生を行ってく

ださい。

ご存知ですか？
「災害用伝言ダイヤル171」
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常
に
万
一
を
想
定
し
た
行
動
と
危

機
管
理
が
大
切
で
す
。
過
去
の
経

験
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
今

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

小
国
町
消
防
団
で
は
、
救
命
講
習

会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

万
一
に
備
え
て
心
肺
蘇
生
な
ど
の

救
命
方
法
や
ケ
ガ
の
応
急
手
当
の

仕
方
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
安
全
が
第
一
で
す
の
で
、

�
こ
こ
に
い
た
ら
こ
う
す
る
�
と

か
�
こ
の
部
屋
だ
っ
た
ら
ど
う
す

る
�
と
い
っ
た
よ
う
に
家
族
で
も

う
一
度
話
し
合
う
機
会
を
設
け
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
、で
き
る
こ
と
は
何
か 

再
確
認山

形
新
聞
長
井
支
社　
　
 

烏　

美
紀
子　

記
者

　

十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
一
日

ま
で
の
三
日
間
、
小
千
谷
市
を
は

じ
め
、
長
岡
市
、
十
日
町
市
、
川

口
町
と
被
災
地
の
様
子
を
取
材
し

て
き
ま
し
た
。
初
め
に
向
か
っ
た

の
は
、
小
千
谷
市
総
合
体
育
館
で

す
。特
に
、夜
泣
き
を
す
る
赤
ち
ゃ

ん
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
ど
も
を
持
つ

親
の
皆
さ
ん
が
、
車
内
で
の
生
活

に
苦
労
さ
れ
て
い
る
様
子
が
印
象

的
で
し
た
。

　

東
小
千
谷
中
学
校
で
は
、
避
難

者
同
士
が
、
炊
き
出
し
の
配
膳
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
へ
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
自
主
的
に
班
を
つ
く

り
、
協
力
し
て
避
難
所
の
運
営
に

あ
た
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
行
政
任

せ
で
は
、
だ
め
だ
と
い
う
姿
勢
を

目
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
万
が

一
に
備
え
た
自
主
防
災
組
織
づ
く

り
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、「
組

織
を
作
っ
た
か
ら
安
心
だ
」
と
い

う
の
で
は
な
く
、
隣
組
や
地
区
内

で
役
割
分
担
ま
で
し
っ
か
り
と
決

め
る
こ
と
で
す
。
あ
る
避
難
所
で

は
、
地
区
の
役
員
一
人
に
情
報
収

集
や
救
援
物
資
の
対
応
な
ど
が
集

中
し
、
相
当
な
負
担
が
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
負
担
の
集
中
を
防
ぐ

上
で
も
、
地
区
の
中
で
今
の
う
ち

か
ら
話
し
合
い
を
重
ね
、
細
か
な

役
割
分
担
を
決
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
冬
の
場
合
は
ど
う
す

る
の
か
、
朝
、
夕
の
際
は
、
家
族

が
出
か
け
て
い
る
昼
間
だ
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
か
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
事
態
を
想
定
し
、
避
難
経
路

の
確
保
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
な

～皆さんは準備していますか～

●非常食品
乾パン、缶詰などそのまま食べられる物、
紙製の皿やコップ、割り箸、缶切りなど

●飲料水
ミネラルウォーターなど

●応急医薬品
傷薬、包帯、胃腸薬、解熱剤、目薬、消毒
薬など。
持病のある人は常備薬も忘れずに

●懐中電灯
できれば１人に１つ。予備電池も忘れずに

●携帯ラジオ
予備電池は多めに用意

●その他の生活用品
衣類、軍手、タオル、ティッシュペーパー、雨
具、ライター、ビニール袋、生理用品など

　▲家屋が倒壊した新潟県川口町の様子（１０月３１日）
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①身の安全を確保

②落ち着いて火の始末

③避難はできるだけ徒歩、持ち

物は最小限にする

④壁ぎわ・崖などに近づかない

⑤正しい情報を入手する

⑥協力して応急手当をする

⑦防災訓練には積極的に参加す

る

⑧家族会議で事前に話し合う

⑨家具が転倒しないように固定

する

⑩非常持ち出し品を準備する

命を守る
10のポイント

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　町では、新潟県中越地震の被災されたかたがたに対する義援物
資を１０月２７日から１１月１０日まで受け付けしました。その結果、４２
名の方から携帯用カイロや紙おむつ、食料品などをいただきまし
た。寄せられた物資につきましては、被災地域へ１１月１１日にお届
けいたしました。
　１１月２４日現在、多くの皆様方から９０５,７９９円の義援金が町に寄
せられました。町では日本赤十字社山形県支部を通じて、被災地
へお届けします。なお、義援金は１２月３０日まで受け付けています。

～新潟中越地震の義援物資・義援金～

ど
�
も
し
も
�
に
備
え
た
行
動
の

確
認
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を

相
馬　

剛
志　

町
民
課
長

　

町
で
は
、
平
成
十
四
年
度
に
、

国
の
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

小
国
町
で
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ

る
災
害
に
対
し
て
、
予
防
、
応
急
、

復
旧
・
復
興
対
策
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
具
体
的
に
整
理
し
た
「
小

国
町
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
情
報
の
収

集
や
伝
達
の
手
段
と
し
て
、
平
成

十
三
年
度
に
衛
星
通
信
回
線
に
よ

る
山
形
県
防
災
行
政
無
線
を
整
備

し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
町
内
四

カ
所
（
あ
さ
ひ
保
育
園
、
叶
水
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
玉
川
小
中
学

校
、
白
沼
保
育
園
）
に
、
災
害
時

に
お
い
て
地
区
全
体
が
通
話
不
能

に
な
っ
た
際
の
連
絡
手
段
と
し
て
、

孤
立
防
止
用
衛
星
電
話
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
備
え
て
お
く
も
の
と

し
て
は
、
六
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お

り
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、

す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
ま
と
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
実
際
に
災
害
が
起
こ
り
、

避
難
の
指
示
が
出
た
際
に
は
、
町

内
の
避
難
所
（
五
ペ
ー
ジ
表
）
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
命

を
守
る
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
」（
左

表
）
に
つ
い
て
も
、
日
ご
ろ
か
ら

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
毎
年
、
多
く
の
方
に

参
加
を
い
た
だ
き
、
各
地
区
で
避

難
訓
練
や
消
火
訓
練
な
ど
を
行
う

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
命
を
守
る
行
動
を
確
実
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
積
極
的
に

参
加
し
、
防
災
に
対
す
る
備
え
を

再
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を 

　
　
　
　
　

高
め
よ
う

　

大
き
な
災
害
で
は
、
と
っ
さ
の

行
動
が
明
暗
を
分
け
る
こ
と
も
あ

り
、
い
ち
早
く
対
応
す
る
こ
と
が

人
命
救
助
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
と
き
、
ま
っ
さ
き

に
力
を
発
揮
す
る
の
は
、
被
災
現

場
に
い
る
地
域
の
人
た
ち
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
す
る
意

識
と
知
識
を
も
ち
、
常
日
頃
の
備

え
を
行
っ
て
お
く
と
と
も
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
内
で
協
力

し
て
行
動
で
き
る
よ
う
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
防
災

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
心
や
行
動
、
そ
し
て
避
難

用
具
な
ど
を
備
え
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

ご協力ありがとうございました
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平
成
十
六
年
度
文
化
の
日
・
新

町
五
十
周
年
記
念
式
典
が
、
十
一

月
三
日
、
お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
づ
く
り
に
功
績

の
あ
っ
た
三
十
三
人
、
十
一
団
体

に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。

　

各
表
彰
内
容
と
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

木
々
の
葉
が
落
ち
、

一
日
ご
と
に
冬
の
気
配

が
濃
く
な
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

は
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
備
え
の
必
要
な
季
節
が

来
ま
し
た
。
一
番
は
予
防
で
す

が
、
マ
ス
ク
、
う
が
い
、
手
洗

い
は
有
効
な
方
法
で
す
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
は
接
種
後
二
週
間
頃

か
ら
効
果
が
現
れ
、
半
年
近
く

持
続
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
治
療

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
時
に
注
意
し
て
ほ
し
い

「
薬
」
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
放
送
中
の
あ
る
テ
レ

ビ
番
組
で
次
の
よ
う
な
話
が
あ

り
ま
し
た
。
急
な
発
熱
を
起
こ

長
坂
幸
広

町
立
病
院
主
任
薬
剤
師

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 9

文
化
の
日
表
彰

　

地
方
自
治
、
教
育
文
化
、
産
業

振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方
を
対
象

に
毎
年
文
化
の
日
に
表
彰
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

新
町
五
十
周
年
記
念
表
彰

　

新
町
誕
生
五
十
年
を
振
り
返
り
、

こ
れ
ま
で
に
産
業
、
観
光
、
教
育
、

福
祉
な
ど
の
分
野
で
貢
献
さ
れ
た

方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

文
化
の
日
表
彰

■
功
労
表
彰

　

渡
部　
 

太
郎
（
東
原
）

　

加
藤　

一
義
（
小
国
小
坂
町
）

　

木
戸　

吉
衛
（
尻
無
沢
）

　

菅
原　

末
吉
（
岩
井
沢
）

　

藤
田　

榮
一
（
小
玉
川
）

　

砥
石　

二
雄
（
岩
井
沢
）

■
永
年
勤
続
表
彰

議
会
議
員《
十
五
年
以
上
》

　

伊
藤　

運
一
（
小
国
町
）

　

伊
藤　

良
一
（
小
玉
川
）

駐
在
員《
十
年
以
上
》

　

舟
山　

澄
男
（
玉
川
中
里
）

　

和
田　

計
七
（
焼
山
）

文
化
財
調
査
委
員《
十
五
年
以
上
》

　

三
須　

一
郎
（
小
国
小
坂
町
）

　

仁
科　

清
實
（
尻
無
沢
）

教
員《
三
十
年
以
上
》

　

河
内　

昭
佐
（
緑
町
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
《
十
二
年
以
上
》

　

齋
藤　

以
智
子
（
石
滝
）

　

�
橋　

清
男
（
越
中
里
）

統
計
調
査
員《
二
十
年
以
上
》

　

�
橋　

忠
雄
（
伊
佐
領
）

農
業
振
興
組
合
長《
十
年
以
上
》

　

岡
村　

静
夫
（
岩
井
沢
）

　

保
科　
　

均
（
黒
沢
）

　

伊
藤　

克 

（
小
玉
川
）

保
健
連
絡
員《
二
十
年
以
上
》

　

和
田　

レ
イ
子
（
舟
渡
）

新
町
五
十
周
年
記
念
表
彰

■
功
労
表
彰

　

齋
藤　

滋
（
岩
井
沢
）

平
成
十
六
年
度
文
化
の
日
・
新
町
五
十
周
年
記
念
式
典
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し
た
娘
に
、
親
が
自
分
の
持
っ

て
い
た
薬
を
服
用
さ
せ
、
そ
の

後
異
変
に
気
付
き
病
院
に
行
っ

た
が
、
手
を
尽
く
し
て
も
女
の

子
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（
水
痘
も
注
意
！
）
に

対
し
て
、
ア
ス
ピ
リ
ン
（
サ
リ

チ
ル
酸
系
の
解
熱
・
鎮
痛
剤
）

を
使
用
し
た
こ
と
が
原
因
で
し

た
。

　

十
五
歳
未
満
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
患
者
に
は
、
サ
リ
チ
ル
酸

系
の
薬
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
成
人
に
対
し
て
も
解
熱
薬

と
し
て
一
般
的
な
ジ
ク
ロ
フ
ェ

ナ
ク
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
メ
フ
ェ
ナ

ム
酸
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳

炎
・
脳
症
を
発
症
し
た
場
合
の

死
亡
率
が
高
い
た
め
使
用
し
な

い
の
が
普
通
で
す
。
な
お
、
よ

り
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
、
薬
局
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に

風
邪
症
状
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖

を
抑
え
短
期
間
で
症
状
を
楽
に

す
る
薬
が
あ
り
ま
す
。

　

栄
町
一
地
区
振
興
会

　

松
岡
合
口
頭
首
工維

持
管
理
組
合

　

井
の
下
土
地
改
良
区

　

渡
部　

珍
三
（
小
国
小
坂
町
）

　

齋
藤　

利
三
郎
（
五
味
沢
）

　

小
嶋　

建
男
（
足
野
水
）

■
感
謝
状

　

亀
田
真
由
美
（
神
奈
川
県
）

　

コ
ー
ラ
ス
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
と

お
し
て
、
本
町
を
広
く
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
門
四
郎
（
東
京
都
）

　

舞
台
芸
術
に
か
か
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
と
お
し
て
本

町
を
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
国
町
猟
友
会

　

お
ぐ
に
木
酢
研
究
会

　

有
限
会
社
東
部
開
発

　

小
国
町
認
定
農
業
者
協
議
会

　

安
部　

榮
一
（
小
股
）

　

渡
部　

堅
一
（
滝
倉
）

　

佐
藤　

二
男
（
市
野
沢
）

　

社
会
福
祉
法
人
白
百
合
保
育
園

　

社
会
福
祉
法
人
愛
育
福
祉
会

　

社
会
福
祉
法
人
あ
さ
ひ
福
祉
会

　

小
規
模
共
同
作
業
所
ま
ん
ま
る

　

渡
邊　

壽
子
（
百
子
沢
）

　

小
田　

政
昭
（
小
国
小
坂
町
）

　

柴
田　

重
博
（
岩
井
沢
）

　

大
沼　

一
二
（
小
国
小
坂
町
）

　式典終了後、新町５０周年記念講演
が、秋田県立博物館名誉館長の新野
直吉さんを講師に迎え、開催されま
した。
　新野さんは伊佐領出身。東北大学
を卒業後、秋田大学教授、秋田大学
学長を務められ、現在は秋田県立博
物館の名誉館長をなさっています。
講演は、「ふるさと回帰と歴史学の坂
道」と題して開催され、幼少期を過
ごした小国町でのエピソードやご自
身がこれまで取り組まれてきた研究
の足跡などを参加者にわかりやすく
講演されました。

～ふるさと回帰と歴史学の坂道～

新野直吉さん講演新野直吉さん講演
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な
つ
か
し
い
町
の
風
景
と
そ
の
時
を
切
り
取
っ
た
写
真
。

家
並
み
、
街
並
み
、
村
と
営
み
、
そ
し
て
人
々
の
生
活
の
様
子
や

変
わ
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
表
情
を
カ
メ
ラ
が
と
ら
え

て
い
ま
し
た
。

新町50周年記念

写真で振り返る５０年
シリーズ７

写真で振り返る５０年

新町50周年記念

あの時、あの風景あの時、あの風景

開業２０年を迎えた小国駅前の様子（昭和３０年）

シリーズ７

コートの襟を立てて師走の町を急ぐ（昭和３３年）

冬場のゴミ出しの風景（昭和３４年）



11

広報おぐに　2004.12

春の柔らかな日差しを受けて白いこやぎとあそぶ子どもたち（昭和３５年）

軒先は格好の遊び場となる五味沢地区（昭和４８年）
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新
潟
県
中
越
地
震
に
対
す

る
街
頭
募
金
を
行
っ
た
小
国

高
等
学
校
と
小
国
中
学
校
の

生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
、
町
に

約
四
十
二
万
円
の
義
援
金
を

届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
に
お
送

り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
日
に
は
沖
庭
小

学
校
で
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
、

さ
ら
に
小
玉
川
小
中
学
校
で

は
ガ
ム
ラ
ン
の
演
奏
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
十

五
日
に
は
、
白
い
森
子
ど
も

議
会
が
役
場
議
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
町
の
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
一
生

懸
命
に
考
え
、
行
動
し
、
多

く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
て

く
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
躍
動
的
な

姿
と
輝
く
眼
差
し
に
触
れ
、

小
国
町
の
明
る
い
未
来
の
到

来
を
確
信
し
ま
し
た
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
か

長
室
か
らら

秋の叙勲

　�橋耕一さん（伊佐領）が瑞宝双
光章を受章されました。
　�橋さんは、昭和２３年から４０年間
にわたり小・中学校の教員として教
鞭をとられたほか、昭和６３年から平
成１２年までは、町の教育長として、
教育行政の運営と発展に貢献されま
した。

　舟山正之さん（玉川中里）が、瑞
宝単光章を受章されました。
　舟山さんは、昭和２７年から消防団
員として、また、昭和５９年から平成
８年まで、第七分団長を努められる
など、長年にわたる消防活動の功績
が称えられての受章となりました。

●瑞宝双光章
　（教育功労）

●瑞宝単光章
　（消防功労）

 橋耕一さん

舟山正之さん

秋の叙勲秋の叙勲

　小国町教育委員長を務められた菅原末
吉さん（岩井沢）が、山形県教育委員会
の教育功労者表彰を受賞されました。菅
原さんは、昭和５５年から教育委員として、
また、平成７年からは教育委員長として
町の教育振興の発展に尽力されました。

菅原末吉さんに

県教育功労者表彰

　町議会議員を４期務めた渡部美壽雄さ
ん（埼玉県深谷市　平成１６年８月２日死
去）に、旭日単光章が授与されました。
長年にわたる地方自治への功績が称えら
れたもので、１０月臨時議会において御遺
族の渡部弘行さんに賞状が贈られました。

故
渡
部
美
壽
雄
さ
ん
に

旭
日
単
光
章
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町
道
横
川
ダ
ム
湖
岸
線
は
、
綱

木
箱
口
地
内
か
ら
市
野
々
地
内
を

結
ぶ
幅
七
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
付
替

延
長
三
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

路
で
す
。
境
の
峰
ト
ン
ネ
ル
（
延

長
七
〇
五
メ
ー
ト
ル
）
と
中
の
橋

な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

主
要
地
方
道
玉
川
沼
沢
線
は
、
市

野
々
地
内
か
ら
叶
水
を
結
ぶ
幅

八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
付
替
延
長
一
・

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
す
。

叶
水
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
八
一
一

メ
ー
ト
ル
）
と
飛
泉
寺
橋
を
有
し

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
の
完
成
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
便
利
で
快
適
な

通
行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

横
川
ダ
ム
建
設
に
伴
い
、
平
成

十
二
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て

き
た
、
町
道
横
川
ダ
ム
湖
岸
線
と

主
要
地
方
道
玉
川
沼
沢
線
の
綱
木

箱
口
・
叶
水
間
の
付
替
工
事
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十
一
月
九
日

に
開
通
し
ま
し
た
。

下叶水から叶水トンネルを望む

を
求
め
る
声
」
や
「
小
規
模
校
の

良
さ
を
見
直
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
県
か
ら

は
、「
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
交
通

条
件
な
ど
地
域
の
実
情
に
十
分
に

配
慮
し
な
が
ら
、
県
立
高
校
の
再

編
計
画
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

小
国
高
校
の
将
来
を
考
え
る
集

い
が
、
十
月
二
十
八
日
、
お
ぐ
に

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
魅
力
あ
る
小

国
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見

交
換
す
る
も
の
で
、
町
と
教
育
委

員
会
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
町
内
各
地
よ
り
約
百

五
十
名
が
参
加
。
県
教
育
委
員
会

よ
り
、
伊
藤
和
夫
教
育
次
長
や
黒

田
聖
司
高
校
改
革
推
進
室
長
な

ど
が
出
席
し
、
第
五
次
山
形
県

教
育
振
興
計
画
の
概
要
や
県
立

高
等
学
校
の
将
来
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
勝
見
英
一
朗
小
国
高
校

長
よ
り
授
業
な
ど
学
校
生
活
の

様
子
や
独
自
に
設
け
て
い
る

コ
ー
ス
制
の
説
明
、
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
魅
力
あ
る
小
国
高
校
を

め
ざ
し
た
活
動
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
質

疑
の
時
間
で
は
、「
高
校
の
存
続

当日は、１５０名が参加

― 
魅
力
あ
る
高
校
を
目
指
し
て 
―

小
国
高
校
の

将
来
を
考
え
る
集
い

１１月9日
町道横川ダム湖岸線
主要地方道玉川沼沢線

開  通
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町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

■
町
営
住
宅

▼
幸
町
団
地　
　

２
Ｋ　
　

２
戸

▼
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

▼
あ
け
ぼ
の
団
地　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸

▽
対
象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、

前
年
度
所
得
額
が
月
額
二
十
万

円
以
下
の
か
た

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟　

２
Ｋ　

２
戸

　
（
家
賃
三
万
三
千
円
）

▽
対
象　

小
国
町
で
働
い
て
い
る

か
た

■
募
集
期
間　
　

月
２
日
�

１２

　
　
　
　
　
　
　

〜
９
日
�

■
入
居
時
期　

１
月
上
旬

■
敷　

金　

家
賃
の
３
ヵ
月
分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

横
根
ス
キ
ー
場
季
節
従
業
員
募
集

■
募
集
人
員　

乗
客
係
若
干
名

　
　
　
　
　
　

出
札
係
若
干
名

■
対
象
者　

意
欲
の
あ
る
か
た
で

あ
れ
ば
、
年
齢
、
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。

■
雇
用
期
間　

横
根
ス
キ
ー
場
が

開
設
す
る
期
間

■
勤
務
時
間

ゆ～ゆ
温水プール

総合センター
町民体育館
ふれあいの家

小国リレー
センターはゴミ収集は町立病院は水道が

故障したら　   内 容

期 日   　

次のとおり
営業します
（２６日は休館）

次のとおり
休館になり
ます

次のとおり
休みになり
ます

次のとおり
収集を休み
ます

次のとおり
休診します
（救急、急病の
かたは診察し
ます）

次の指定店
へ連絡をし
てください

通常どおり休　み通常どおり休　み休　診
通常どおり
（一部年末年始
休みの指定店
がありますので、
それぞれ確認し
てください）

２９日（水）

通常どおり休　み休　み休　み休　診３０日（木）

営業時間
１０：００～１６：００

休　み休　み休　み休　診
津島屋電機店
�６２―２４０４

３１日（金）

通常どおり休　み休　み休　み休　診
パイプライン
�６２―２４６１

１月１日（土）

通常どおり休　み休　み休　み休　診
清水設備
�６７―２２１１

２日（日）

通常どおり休　み休　み休　み休　診
小関住宅設備
�６２―５３４７

３日（月）

ゆ～ゆ
�６２－４２４８

総合センター
町民体育館

小国リレーセンター
�６３－２２５１

町民課町立病院地域整備課問　合　先

　１２月２９日（水）から１月３日（月）までの年末年始期間中、町の機関は休みとなります。

ただし、水道が故障した場合などの取り扱いは、下の表のとおりとなります。なお、

婚姻や死亡の届出などは受け付けています。

年末年始の期間中、次のことにご協力をお願いします

�

�

�

�

�����������������������������������������

�����������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　除雪が困難な歩道や生活道路などを対象に、町の
ハンドガイド式小型除雪機械（一般的に住民のかた
が使われているロータリー除雪機械３５馬力）をお貸し
します。
■対象道路

・町道その他町が管理する道路で、道幅の狭い
１車線の道路または歩道

・個人または法人が管理し、不特定の一般交通の
用に供されている道路など

■対象者

・町で居住する２世帯以上で構成する任意団体
・町長が特に認める個人または法人
※除雪を業とするものには貸与できません。
■募集期間　１２月１日�～17日�
■貸出期間　１２月下旬～３月３１日
■申込方法　地域整備課に用意してある申請書に
必要事項を記入し、期限内に提出してください。

■問合先　地域整備課へ

除雪機械の貸与について除雪機械の貸与について除雪機械の貸与について
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時　

分
３０

ま
で
と
、
午
後
４
時　

分
か
ら

３０

午
後
９
時
ま
で
の
二
交
代
制

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

希
望
職
種
を
明
記
し
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�

１２

１３

■
申
込
・
問
合
先　

〒
９
９
９
―
１
３
６
１

小
国
町
大
字
栄
町　
３０

お
ぐ
に
白
い
森
株
式
会
社
（
�

　

―
４
５
１
８
）
へ

６２お
ぐ
に
鍋
ま
つ
り
出
展
者
募
集

■
日　

時　

１
月　

日
�

２３

　
　
　
　
　

午
後　

時
開
場

１２

■
会　

場　

道
の
駅

　
　
　
　
　
「
白
い
森
お
ぐ
に
」

■
出
店
募
集
基
準

　

▼
食
材
は
、
お
ぐ
に
の
農
産
物

今月の町長と語る日は１２月２２日�です。
お気軽においでください。

■
募
集
人
員　
　

人
５０

■
内　

容　

ア
ケ
ビ
の
つ
る
な
ど

を
使
用
し
た
作
品
作
り
を
指
導

し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１２

２８

■
参
加
費　

　

町
民
の
か
た　

一
万
八
千
円

　

町
外
の
か
た　

二
万
円

　
（
宿
泊
・
食
事
代
込
）

※
日
帰
り
希
望
者
な
ど
は
、
別
に

料
金
を
定
め
て
い
ま
す
。

■
交
通
手
段　

役
場
前
と
小
国
駅

か
ら
、
梅
花
皮
荘
ま
で
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

小
国
町
観
光

協
会
事
務
局
へ
（
�　

―
２
１

６２

１
１
１
）
へ

不
動
産
競
売

■
物　

件　

米
沢
市
ほ
か
の
市
町

村
の
宅
地
な
ど
約　

件
４０

■
物
件
閲
覧
期
間

　
　

月　

日
�
ま
で

１２

１４

■
入
札
期
間　
　

月
６
日
�
〜　

１２

１４

日
�　

午
後
５
時
ま
で

■
物
件
閲
覧
・
入
札
場
所

　

山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部

■
開
札
日
時　
　

月　

日
�

１２

２１

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
１０

■
問
合
先　

山
形
地
方
裁
判
所
米

や
山
菜
な
ど
を
使
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
鍋
や
ガ
ス
、
そ
の
他
の
資
材

は
、
出
店
者
の
か
た
が
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

※
割
り
箸
、
容
器
は
商
工
会
で
準

備
し
ま
す
。

　

▼
出
店
者
同
士
の
料
理
レ
シ
ピ

は
、
公
開
で
き
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１２

２０

■
申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は
商

工
会
に
用
意
し
て
あ
る
所
定
の

用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

小
国
町
商
工

会
（
�　

―
４
１
４
６
）
へ

６２

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。

■
募
集
学
生　

▼
全
科
履
修
生　
（
大
学
卒
業

を
目
指
す
学
生
、
編
入
学
可
、

　

歳
以
上
）

１８
▼
選
科
履
修
生　
（
１
年
間
在

学
す
る
学
生
、　

歳
以
上
）

１５

▼
科
目
履
修
生　
（
６
カ
月
間

在
学
す
る
学
生
、　

歳
以
上
）

１５

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

２８

■
募
集
説
明
会
日
時

　

１
月
９
日
�　

午
後
２
時

■
会　

場

　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

■
問
合
先　

放
送
大
学
山
形
学
習

セ
ン
タ
ー
（
�
０
２
３
―
６
４

６
―
８
８
３
６
）
へ

消
防
出
初
式

■
日　

時　

１
月
９
日
�

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

２０

■
場　

所

　

ふ
れ
あ
い
の
家
、
ア
ス
モ
周
辺

■
内　

容　

安
全
祈
願
祭
、
防
火

パ
レ
ー
ド
、
一
斉
放
水

■
そ
の
他　

当
日
の
午
前
中
は
、

中
央
通
り
で
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
。
ア
ス
モ
駐
車
場
で
は
、

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
周
辺
の
か
た
は
洗
濯

物
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
防
署
小
国
分
署

　
（
�　

―
２
１
５
４
）
へ

６２

福
田
直
樹
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

■
日　

時　
　

月　

日
�

１２

１０

　
　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時

１８

３０

２０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

つ
る
細
工
講
習
会

■
日　

時　

１
月　

日
�

１９

　
　
　
　
　
　

〜　

日
�

２１

■
場　

所　

飯
豊 
梅
花
皮  
荘 

か
い
ら
ぎ 

そ
う

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

年金相談

○日　程　１２月１７日�
○受　付　１０：３０～１４：３０
○場　所　役場町民相談室
○内　容　年金に関すること
○問合先　町民課へ

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆一葉の恋 田辺　聖子
◆十三の冥府 内田　康夫
◆もうひとつの冬のソナタ

キム・ウニ
◆女王の百年密室 森　　博嗣
◆死の壁 養老　孟司
◆雑学大全 東京雑学研究会
◆ミッドナイト―真夜中の妖精―

ジャクリーン・ウィルソン
◆ダレン・シャンＸ１闇の帝王

ダレン・シャン
◆Ｈｅｇｈ，ａｎｄ  ｄｒｙ（はつ恋）

よしもと　ばなな
◆ＦＬＹ 新野　剛志
※ほか多数入荷しました。 

総合センターから総合センターから



ホームページアドレス　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００

お知らせコーナーお知らせコーナー

就業時間年  齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士、土木作業員４人山 和 建 設 ㈱
８：００～１７：００２５～４５土木建築作業員１人安 部 工 業 ㈱
８：００～１７：００不問ダンプ運転手、事務員５人大 河 内 産 業 ㈲
８：００～１７：００２５～４５土木技術員２人遠 藤 建 設 ㈱

８：００～１７：００１８～５０
土木施工管理技士、重機オペ
レーター、分別事務員、営業

６人㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：４０２０～５０マシンオペレーター２人㈱クリスタルプロットラッド山形営業所
８：３０～１６：４０ほか不問オペレーター３人㈱アイライン山形支店
８：３０～１６：４０ほか１８～４５機械オペレーター５人㈱ダイテック小国事業所
８：００～１７：００１８～６５交通誘導１０人㈲ 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００１８～４０電気工事２人ハ イ コ ー ㈱
８：００～１６：４５ほか２０～４０給油業務員１人㈱ジェイエイサービスおきたま
８：３０～１６：４０ほか不問シリコンウェハー製造８人㈱トーコー庄内営業所
９：００～１７：４５不問電子回路評価、生産管理４人㈱ネオテクノ山形営業所
９：００～１７：４５２１～４５機械設計３人㈱アプロ仙台営業所
９：００～１７：４５２２～４０機械設計１人㈱インタープロジェクト仙台営業所
８：００～１７：００不問サービススタッフ２人アベプランニング
８：１５～１７：１５不問運転手１人日本総合サービス㈱北陸事務所
８：００～１７：００２０～４０セールスドライバー２人ヤマト運輸㈱小国営業所
８：００～１８：００間の４時間１８～２５事務、営業１人㈲メディアサービス
９：００～１７：１５２０～５０保険営業１０人日本生命保険相互会社川西営業所
９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
９：００～１７：００２５～５０保険営業５人第一生命保険相互会社坂町支部
８：００～１７：３０ほか１８～４０パチンコホールスタッフ２人㈲コンズカンパニー
１０：００～２０：００１８～４０店員１人㈲ ク リ エ イ ト
８：４５～１８：００１８～５０店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
８：００～１７：００１８～３０農産物加工２人㈲新股・河原角農畜産物加工施設
８：００～１７：００１８～４５麺製造２人㈱ 小 国 製 麺
１１：００～２０：００ほか２０～４０精肉加工員、店員２人㈱ 肉 の 白 萩 屋
１１：００～１４：００ほか１８～４５調理、販売６人㈲白い森よこね物産品直売所
９：００～１８：００ほか２３～６５介護員４人㈱キュアドリーム
９：００～１８：３０不問薬剤師１人カインドネス㈲おぐに調剤薬局
９：００～１６：００ほか不問薬剤師１人㈲白い森調剤薬局

　左の表は、１１月１８日現在の新規求人の
内容です。無効になっている場合もありま
すのでご了承ください。このほかの求人
情報は、ハローワーク長井（�８４―８６０９）へ。

求人情報求人情報求人情報

　解雇や賃金などの問題で悩んでいませ
んか。
　山形県地方労働委員会は、ひとりひと
りの労働者と事業主との間のトラブルを
解決するお手伝いをします。無料ですの
で、気軽に利用してください。
■問合先　山形県地方労働委員会事務局

（�０２３－６３０－２７９３）へ

～個々の労働者と事業主との間の
トラブルを調整します～

個別労働関係紛争のあっせん制度

■
日　

時　
　

月
８
日
�

１２

　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１２

■
場　

所　

産
業
技
術
短
期
大
学
校

■
内　

容　

講
演
会　

▼
演
題
「
決
断
と
行
動
―
レ
ン
ズ

に
挑
む
ー
」

▼
講
師　

株
式
会
社
マ
ー
ク
代
表

取
締
役　

中
島
良
雄
氏

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

山
形
県
立
産
業
技
術
短

期
大
学
校
（
�
０
２
３
―
６
４
３

―
８
４
３
１
）
へ

技
術
講
演
会

沢
支
部
（
�
０
２
３
８
―
２
２

―
２
１
６
５
）
へ

住
宅
ロ
ー
ン
利
子
補
給
制
度

　

山
形
県
で
は
、
耐
久
性
の
高
い

住
宅
と
県
産
木
材
を
利
用
す
る
住

宅
を
建
設
（
購
入
）
さ
れ
る
か
た

の
住
宅
ロ
ー
ン
に
、
県
内
の
金
融

機
関
や
住
宅
金
融
公
庫
の
協
力
を

得
て
、
利
子
補
給
し
て
い
ま
す
。

■
融
資
限
度
額　

二
千
五
百
万
円

■
利
子
補
給
率　

〇
・
五
％
（
耐
久
性
の
高
い
住

宅
）、
一
・
〇
％
（
耐
久
性
が
高

く
、
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住

宅
）

■
利
子
補
給
期
間　

３
年
間
ま
た

は
５
年
間

■
対
象
住
宅
ロ
ー
ン　

３
年
固
定

金
利
、
５
年
固
定
金
利
、
融
資

期
間　

年
以
内

３５

■
申
込
期
間　

２
月
１
日
�

　
　
　
　
　
　
　

〜　

日
�

１０

■
そ
の
他　

耐
久
性
の
高
い
住
宅

の
申
込
者
が
、
予
定
戸
数
（
百

戸
）
を
越
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
。
耐
久
性
が
高
く

県
産
木
材
を
利
用
し
た
住
宅

（
予
定
戸
数
百
戸
）
は
、
３
月

　

日
ま
で
申
し
込
み
順
に
受
け

３１付
け
ま
す
。

■
問
合
先　

山
形
県
土
木
部
建
築

住
宅
課
（
�
０
２
３
―
６
３
０

―
２
６
４
０
）
へ

消
費
税
が
変
わ
り
ま
し
た

■
個
人
事
業
者

・
平
成　

年
分
か
ら
（
法
人
は
、

１７

平
成　

年
４
月
１
日
以
後
開

１６

始
す
る
課
税
期
間
か
ら
）
変

更
に
な
り
ま
す
。

・
事
業
者
免
税
点
の
上
限
が
、

三
千
万
円
か
ら
一
千
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限

が
、
二
億
円
か
ら
五
千
万
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
る

個
人
事
業
者
や
法
人

・
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
消
費
税
の
申
告
お
よ
び
納
付

が
必
要
で
す
。

・
消
費
税
法
に
基
づ
く
帳
簿
の

記
載
や
、
請
求
書
な
ど
の
保

存
が
必
要
で
す
。

■
問
合
先　

長
井
税
務
署
（
�　
８４

―
１
８
１
０
）
へ

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

派
遣
制
度

　

山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

で
は
、
在
宅
の
身
体
障
害
者
の
か

た
の
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
、
パ
ソ
コ
ン

利
用
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。

個別労働関係紛争のあっせん制度



場　　所対　　象受 付 時 間乳 幼 児 健 診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、問診票
（３カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１３年５～７月生まれ１２：３０～１３：００３歳児健康診査１/１４

１６年７～９月生まれ
１３年１月２２日～１６年
６月生まれで未接種
のかた

１３：００～１３：３０

ツベルクリン接種１/１９

ツベルクリン判定
BCG接種

１/２１

１６年１０月生まれ
１３：００～１３：１５

３カ月児健康診査
１/２８

１６年１月生まれ１歳児健康診査

保健カレンダー

■問合先　健康福祉課へ

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

お知らせコーナーお知らせコーナー
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　年末年始、町内の医療機関は、次のとおり

休診となります。

◆今医院　　　１２月３０日�午後～１月５日�

◆電興診療所　１２月３１日�～１月３日�

1月10日は「110番の日」

　ちょっとした不注意から灯油などが川に流れ込み、
河川を汚す事故が毎年発生しています。特に冬期間
は、暖房器具などの使用が多くなりますので、取り
扱いには十分注意しましょう。

○ホームタンクから灯油を小分けするときなど、絶
対にその場を離れないようにしてください。

○タンクや配管は傷んでいないか、灯油の減りが早
くないかなど、定期的に点検してください。

　油の流出事故が起きた場合、または発見した場合
は、早期に通報をお願いします。
■問合先　町民課へ

－緊急時  あわてず  あせらず  １１０番－

油の流出事故に注意してください

休 診 日
町内医療機関の

■すばやい通報が犯人検挙につながります
　事件や事故を見たり聞いたりした場合は、

すぐに１１０番をしてください。

◇「何があったのか」　

◇「いつ、どこで起きたのか」のか」

◇「事件や事故の内容」◇「事件や事故の内容」

◇「通報者の氏名、住所、電話番号」など◇「通報者の氏名、住所、電話番号」など

係員の質問に落ち着いて答えてください係員の質問に落ち着いて答えてください。

■１１０番は緊急電話です
　急を要しない相談や照会などについては、

最寄りの警察署または警察本部の総合相談

電話を利用してください。

◇小国警察署　　�６２－０１１０

◇相談ダイヤル　　�０２３－６４２－９１１０

　　　　　　　　　　�♯９１１０
（プッシュ回線の場合）

※
手
話
奉
仕
員
、
要
約
筆
記
奉
仕

員
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

山
形
県
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
（
�
０
２
３
―
６
８

６
―
３
６
９
０
）
へ

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
か
ら

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　
　

月　

日
�
子
育
て

１２

２１

講
座
（
親
子
で
体
操
）、
１
月　
１１

日
�

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

▼　

月　

日
�
、
１
月
６
日
�

１２

１６

　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

▼
１
月　

日
�　

お
ぐ
に
保
育
園

１３

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
『
子
ど
も
愛
ラ
ン
ド
』

■
日　

時　

１
月　

日
�

２２

　
　
　
　
　

９
時
〜　

時　

分

１２

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

親
子
で
「
お
茶
会
」、

大
型
カ
ル
タ
取
り
大
会

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、　
１２

月　

日
�
か
ら
１
月
４
日
�
ま

２８
で
年
末
年
始
休
み
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
�　

―
２
３
３
０
）

６２

へ

年末年始11月月1100日日は「は「111010番番の日」の日」



入
園
申
し
込
み
の
受
付

■
受
付
期
間　

１
月
４
日
�
〜
７
日
�

■
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■
受
付
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
児　

▼
お
ぐ
に
保
育
園
、
白
百
合
保
育
園
、
す
み
れ
保

育
園
、
お
き
に
わ
保
育
園
は
、
家
庭
で
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児

▼
叶
水
保
育
園
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、
白
沼
保
育
園

は
、
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
お

お
む
ね
２
歳
以
上
の
幼
児

▼
中
央
児
童
室
は
、
放
課
後
に
家
庭
で
養
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
の
児
童

■
申
込
方
法　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
い

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

▼
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設
に
入

園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
園
期
間
は
、
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の
範

囲
内
で
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
お
ぐ
に
、
白
百
合
、
す
み
れ
、
お
き
に
わ
保
育

園
の
申
し
込
み
に
は
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添

付
書
類
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
在
入
園
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
保
育
園
を
変

更
さ
れ
る
場
合
は
、
申
込
手
続
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

保
育
所
一
覧
の
閲
覧

　

保
育
園
の
情
報
と
し
て
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に

「
保
育
所
一
覧
」
を
備
え
て
い
ま
す
。
施
設
の
状
況
、

保
育
内
容
の
詳
細
、
町
の
保
育
事
情
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
資
料
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

■
閲
覧
期
間　
　

月　

日
�
〜

１２

１５

　
（
た
だ
し
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
）

■
閲
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３０

■
閲
覧
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
問

合

先　

健
康
福
祉
課
へ

お知らせコーナーお知らせコーナー

ホームページアドレス　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００

休園日など土曜日の開園時間平日の開園時間定員（人）施 設 名

第2･4
土曜日　
希望保
育の日

7：３０～１２：３０7：３０～１８：００９０おぐに保育園

7：２０～１３：００7：２０～１８：４０８０白百合保育園

7：１５～１３：００7：１５～１８：４５９０すみれ保育園

7：３０～１３：００7：３０～１８：００４０おきにわ保育園

第2･4
土曜日　
休園日

8：３０～１２：００8：３０～１６：００

３０叶水保育園

４０あさひ保育園

３０白沼保育園

8：３０～１７：００8：３０～１７：００４０中央児童室

■定員と開園時間

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
ななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ののののののののののののののののののののののののののののの

保
育
園
な
ど
の

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込
ををををををををををををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

入
園
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

　一定の障害があり、町長の認定を受けたかたは、６５歳から老人
保健で医療を受けることができます。次に該当するかたは申請し
てください。
○身体障害者手帳を持っているかたで
・障害の程度が１級から３級のかた
・障害の程度が４級のかたで、音声または言語機能に著しい障
害を有するかた
・障害の等級が４級のうち、両下肢のすべての指を欠くかた、
１下肢を下腿の２分の１以上欠くかた、１下肢の機能の著し
い障害があるかた

○障害年金を受給しているかたで
　・障害の等級が１級または２級のかた
○療育手帳を持っているかたで
　・障害の等級がＡのかた
○精神保健福祉手帳を持っているかたで
　・障害の等級が１級または２級のかた
■申請・問合先　町民課へ

　

年
金
手
帳
は
、
初
め
て
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た

と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
９
年
１
月
か
ら
、
す
べ
て
の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
で
き
る

「
基
礎
年
金
番
号
」
を
導
入
し
、
年
金
の
番
号
を
統
一
し
ま
し
た
。

　

手
帳
も
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
青
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
も
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
の
で
、
す
で
に
送

付
さ
れ
て
い
る
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
を
貼
付
し
て
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

－老人保健からのお知らせ－
年
金
手
帳
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

－老人保健からのお知らせ－

平
成17年度



お知らせコーナーお知らせコーナー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

　７０歳以上のかた（老人保健で医療を受けるかたは除く）
が、同じ月内に、病院などで限度額を超えて一部負担金
を支払ったときは、役場町民課へ申請することにより、
限度額を超えた分が支給されます。

※病院、診療所、歯科の区別なく合算します。
※一定以上所得者とは、課税所得（各種控除後）が、年
１２４万円以上のかたと、その世帯に属するかたです。
※一定以上所得者が、１２カ月間に４回以上世帯の限度額
を超えて支給を受ける場合は、４回目から世帯の限度
額が４０,２００円に引き下げられます。

■申請に必要なもの　保険証、高齢受給者証、医療機関
の領収書、口座番号のわかるもの（郵便局を除く）
■申請・問合先　町民課へ

自己負担限度額

外来＋入院（世帯ごと）
外来

（個人ごと）

７２,３００円＋｛（総医療費
－３６１,５００円）×１％｝

４０,２００円一定以上所得者

４０,２００円１２,０００円一　　　般

２４,６００円

８,０００円

住民税非課税世帯低
所
得
者

１５,０００円
住民税非課税世帯
で世帯所得が一定
基準以下の世帯

国民健康保険からお知らせ

土地開発公社からのお知らせ

－１２月１日～３１日－ 
　地球温暖化をもたらす二酸化炭素（ＣＯ２）は、家
庭や事業所などでエネルギーを消費することによっ
て生じています。特にこの時期は、暖房機具の使用
や自動車の交通量の増加などで、ＣＯ２の排出も多く
なります。 
　日ごろの生活を見直し、エネルギーを効率的に使
いましょう。 

　横根スキー場第２ペアリフトにつきまして、諸事
情により今年度の運転を休止することといたしまし
た。よろしくご理解賜りますようお願いいたします。 

産業振興課 

■あけぼの団地「新町誕生５０周年記念特別分譲」

について

　分譲地の残りは、あと１区画です。平成１７
年３月３１日までの期間限定価格（１㎡当たり
１０,０００円）です。

■分譲条件緩和について（１２月１日より）

▽商業用地について、一般住宅の建築も可能
とします。

▽軽工業用地について、事業用施設の建築も
可能とします。

※その他の条件および価格はこれまでと同じです。
■問合先　小国町土地開発公社（役場総務企画

課内�６２－２１１１）へ

◆裁判員はどうやって選ばれるのか

　２０歳以上の国民のみなさんの中から、
抽選で候補者を選びます。実際に裁判
員になるのは、この候補者の中から、
事件ごとに選任のための手続きによっ
て選ばれた人たちです。

◆裁判員は何をするのか

　裁判官３人と裁判員６人が一組とな
り、法廷で検察官の主張や被告人、弁
護人の主張、証拠の内容を見聞きした
うえで、被告人が有罪かどうか、また
有罪であるとしたら、どのような刑が
適当かを議論して決めます。

◆裁判員になることを辞退できないのか

　基本的に辞退はできないことになっ
ています。ただし、学生や７０歳以上の
かたは辞退できます。病気や介護など
の事情で裁判所に来ることが難しいと
認められたかたも、辞退することがで
きます。

※詳しいことは、裁判所ホームページ
（http://www.courts.go.jp/）でもお
知らせしています。
■問合先　山形地方裁判所
　　　　　（�０２３－６２３－９５１１）へ　　

（７０歳以上の
かたの場合）高額療養費の支給

裁判員制度裁判員制度
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人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

　  

岩 井 沢  小　川　あかね 
比呂志 
さつき （ 

か け る  

小 国 町  小　関　　翔 
光　一 
美　幸 （ 

み 　 お  

小 国 町  井　上　美　緒 
伊勢男 
美　佐 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,902人（－2） 
女 … 5,153人（－7） 
計…10,055人（－9） 

世帯数 　　3,305世帯（－1） 
平成16年10月31日 

叶 水  
片 貝  
小国小坂町 
小 玉 川  
幸 町  
沼 沢  
今 市  
種 沢  
あ け ぼ の  
古 田  

(71) 

(68) 

(91) 

(87) 

(69) 

(65) 

(67) 

(103) 

(92) 

(70)

井　上　良　子 
前　田　長　二 
星　野　し　づ 
舟　山　キ　エ 
加　藤　正　子 
齋　藤　ナホ子 
小　池　あや子 
伊　藤　イ　ノ 
西　澤　千代子 
木　村　　馨 

古 田  
舟 渡  

木　村　勝　也 
伊　藤　麻　紀 （ 

舟 渡  
東 原  

塚　原　　望　 
佐　藤　慶　子 （ 

杉 沢  
川 西 町  

佐　藤　勝　則 
　平　　和歌子 （ 

小国小坂町 
岩 井 沢  

　今　　千　尋 
穴　沢　智　美 （ 

結婚おめでとうございます。 

　

今
月
は
、
小
国
米
穀
商
業
協
同

組
合（
栄
町
）の
業
務
部
長
高
橋
義

彦
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　
「
当
店
は
、
米
の
集
荷
及
び
販
売

を
主
体
と
し
て
営
業
を
は
じ
め
、
今

年
で
五
十
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
店
で
は
、
米
の
ほ
か
、
肥
料
や

農
薬
、
野
菜
の
苗
な
ど
農
業
用
資

材
全
般
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
中
で

も
、
地
元
産
の
『
白
い
森
の
国　

お

ぐ
に
米
』
は
、
食
味
も
大
変
良
く
、

多
く
の
お
客
様
に
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
町
内
産
の
古
代
米

（
黒
米
）の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。栄

養
価
も
豊
富
な
古
代
米
は
、
白
米

と
一
緒
に
炊
く
と
、
も
ち
の
よ
う
な

食
感
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、
お
試
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
は
も
と
よ
り
全
国

各
地
の
消
費
者
へ
小
国
の
米
を
お
届

け
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
米
の

販
売
も
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
店
頭
で
定
期
的
に
杵
つ
き

も
ち
の
販
売
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

毎
月
八
、十
八
、二
十
八
日
を
特

売
日
と
し
、
米
の
販
売
に
限
り
、
Ｏ

カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
を
三
〜
五
倍
進

呈
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安

全
・
安
心
な
地
元
産
の
米
を
消
費

者
へ
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
店
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」。

（
�　

―
２
０
２
１
）

６２

m
ail:b
eish
ou
@
cream

.p
lala.or.jp
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品質を一定に保つ低温倉庫の様子

　

ガ
ム
ラ
ン
の
一
行
が
小

玉
川
地
区
を
訪
れ
た
前
日
。

そ
の
か
た
が
た
が
、
小
玉

川
地
区
に
民
泊
す
る
と
聞

き
、
そ
の
夜
、
あ
る
お
宅

に
う
か
が
い
ま
し
た
。
地

元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

料
理
に
、
マ
タ
ギ
や
地
区
の
歴
史

に
つ
い
て
の
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

訪
れ
た
か
た
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
人
が
い
い
し
、
訪
れ
る
た
び
に

地
区
の
こ
と
が
好
き
に
な
っ
て
い

く
」
と
。

　

ガ
ム
ラ
ン
が
結
ん
だ
交
流
は
、

着
実
に
実
を
結
び
、
取
材
す
る
こ

ち
ら
の
心
ま
で
も
温
か
く
な
り
ま

し
た
。
微
笑
ま
し
い
光
景
に
出
会

え
た
夜
で
し
た
。 

（
井
上
）
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